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福
田
尚
久
日
本
通
信

社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

腰
高
理
志
コ
シ
ダ
カ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
執
行
役
員
Ｄ
Ｘ
推
進
室
長

審査員

関
口
雅
弘

上
毛
新
聞
社
長

鈴
木
維
一
郎
共
同
通
信
社

編
集
局
企
画
委
員

金
井
修
コ
ー
ド
・
フ
ォ
ー
・

グ
ン
マ
理
事

レベル向上 審査員泣かせ
応募総数は前年比 ％増

で確実にレベルが上がり、

審査員泣かせだった。完成

度が極めて高く、すぐに新

サービスとして発売できそ

うなアイデアもあった。着

想はもちろん、実装段階で

も質が高く、開発における

人工知能（ＡＩ）の使い方

のうまさも印象的だった。

若い人がさまざまな課題

に気付き、どうにかしよう

という思いに触れ、将来は

明るいと思った。来年挑戦

する人へ。周囲からは異端

と思われるかもしれない

が、私たちが世界を変えて

やるという気概を大切にし

てほしい。

すべての応募者のチャレ

ンジにおめでとうと言いた

い。

日
本
通
信
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

福
田

尚
久
氏
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⊃

審
査
総
評

だ
る
ま
を
投
げ
て

ほ
の
ぼ
の
と
競
う

ツ
ル
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
ツ
ル
グ
ン
」
が
下
仁
田
ネ

ギ
の
剣
を
持
ち
、
次
々
と
現
れ
る
敵

に
だ
る
ま
を
投
げ
て
攻
略
ま
で
の
タ

イ
ム
を
競
う
ゲ
ー
ム
を
作
っ
た
。

珍
し
い
の
は
、
敵
を
倒
す
の
で
は

な
く
「
ハ
ッ
ピ
ー
に
す
る
」
と
こ
ろ

だ
。
敵
に
見
立
て
た
イ
チ
ゴ
や
佐
野

ラ
ー
メ
ン
、
ギ
ョ
ー
ザ
と
い
っ
た
他

県
の
名
産
品
に
だ
る
ま
を
当
て
る

と
、
相
手
は
「
あ
り
が
と
う
」
と
笑

顔
に
な
る
。

今
回
の
テ
ー
マ
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
（
心
身
の
健
康
や
幸
福
）
」
を

意
識
し
た
。
鹿
野
さ
ん
が
得
意
の
絵

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
考

案
。
「
絵
が
か
わ
い
い
」
（
片
岡
さ

ん
）
と
チ
ー
ム
で
も
好
評
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
た
ち
が
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰

囲
気
を
醸
し
出
し
た
。

審
査
員
を
特
に
う
な
ら
せ
た
の

が
、
ゲ
ー
ム
の
最
後
に
映
画
の
よ
う

な
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
を
付
け
た
点
。「
制

作
者
や
ど
ん
な
素
材
を
使
っ
た
か
書

き
た
い
」
と
、
以
前
か
ら
自
作
の
ゲ

ー
ム
に
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
を
付
け
て
い

る
川
野
さ
ん
が
提
案
し
た
。

受
賞
を
果
た
し
、
３
人
は
「
も
っ

と
他
の
賞
に
も
挑
戦
し
た
い
」
と
意

欲
的
だ
っ
た
。

ゲームプログラミングハッカソン

チ
ー
ム
Ｋ
Ｍ
Ｍ

川野煌真さん 前橋南橘中１年

鹿野仁智さん 群馬大付属小５年

片岡穂里さん ぐんま国際アカデミー中等部１年

本
県
魅
力
ク
イ
ズ

英
語
で
も

今泉 翼さん（ぐんま国際アカデミー初等部４年）

群
馬
の
魅
力
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
本
県

に
関
す
る
ク
イ
ズ
ゲ
ー
ム
を
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
制
作
し
た
。

部
門
賞
を
獲
得
し
、
「
頑
張
っ

て
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
け
た
こ

と
が
う
れ
し
い
」
と
喜
ん
だ
。

家
族
で
伊
香
保
温
泉
（
渋
川

市
）
を
訪
れ
た
時
に
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
か
ら
旅
行
に
来
た
家
族
と

親
し
く
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け

だ
。
遠
方
の
国
ま
で
日
本
の
文

化
が
広
ま
っ
て
い
る
の
を
知

り
、
う
れ
し
か
っ
た
と
い
う
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
な
り
、
世

界
の
人
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
。
ゲ
ー
ム
を

通
じ
群
馬
県
の
魅
力
を
伝
え
た

い
と
思
っ
た
」
と
語
る
。

ク
イ
ズ
は
三
つ
の
難
易
度
ご

と
に
、
○
×
方
式
や
３
択
問
題

が
各

問
出
題
さ
れ
る
。
う
ち

問
正
解
す
る
と
、
よ
り
上
級

の
レ
ベ
ル
に
進
め
、
デ
ジ
タ
ル

の
合
格
証
を
も
ら
う
こ
と
が
で

き
る
。

問
題
文
と
解
答
は
日
本
語
の

ほ
か
、
自
ら
が
翻
訳
し
た
英
語

で
表
記
し
た
。
「
群
馬
県
で
面

積
が
最
も
小
さ
い
町
は
大
泉
町

か
」
「
草
津
温
泉
に
は
年
間
で

ど
の
く
ら
い
の
観
光
客
が
訪
れ

る
か
」
な
ど
本
県
の
魅
力
が
伝

わ
る
よ
う
な
問
題
を
集
め
た
。

将
来
の
夢
は
プ
ロ
グ
ラ
マ

ー
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
「
思

い
を
表
現
で
き
て
、
人
を
笑
顔

に
で
き
る
ゲ
ー
ム
が
作
れ
る
と

こ
ろ
が
面
白
い
」
と
話
す
。

街
の
困
り
事

投
稿
ア
プ
リ

西 初花さん（ぐんま国際アカデミー中等部３年）

カ
ラ
ス
に
荒
ら
さ
れ
た
ご
み

捨
て
場
、
街
灯
が
切
れ
暗
く
な

っ
た
夜
道
｜
。
街
の
困
り
事
を

投
稿
す
る
ア
プ
リ
「
ぐ
ん
け
ん

チ
ェ
ッ
ク
」
を
開
発
し
た
。
「
課

題
を
共
有
、
可
視
化
す
る
こ
と

で
、
行
政
任
せ
で
な
く
地
域
の

み
ん
な
で
解
決
し
た
い
」
と
ま

ち
づ
く
り
の
理
想
を
か
な
え
る

一
手
と
し
て
提
案
す
る
。

自
身
の
気
付
き
が
開
発
の
契

機
と
な
っ
た
。
近
所
の
ご
み
捨

て
場
に
カ
ラ
ス
が
集
ま
っ
て
し

ま
う
が
、
ど
こ
に
連
絡
す
れ
ば

い
い
か
分
か
ら
な
い
。
市
役
所

に
電
話
し
た
も
の
の
、
担
当
の

部
署
ま
で
た
ど
り
着
く
に
は
時

間
が
か
か
っ
た
。
「
地
域
の
課

題
に
気
付
い
た
人
が
連
絡
を
し

な
い
の
は
も
っ
た
い
な
さ
過
ぎ

る
」
と
開
発
に
乗
り
出
し
た
。

ア
プ
リ
で
は
、
利
用
者
は
困

り
事
の
位
置
情
報
、
写
真
、
分

類
な
ど
を
投
稿
。
地
図
上
に
表

示
す
る
た
め
、
同
じ
問
題
意
識

を
持
つ
ユ
ー
ザ
ー
が
複
数
い
る

こ
と
を
可
視
化
で
き
る
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
機
能
も
付
け

た
。
ご
み
拾
い
な
ど
を
想
定
し

て
お
り
、
住
民
の
自
主
的
な
動

き
を
促
す
こ
と
が
可
能
だ
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
制
作
は
、
思
う

よ
う
に
ア
プ
リ
が
作
動
し
な
い

こ
と
も
多
く
苦
し
ん
だ
が
、
生

成
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
に
改
善

点
を
相
談
し
、
一
歩
一
歩
作
り

込
ん
だ
。

「
投
稿
す
る
だ
け
で
地
域
が

動
く
」
。
ア
プ
リ
の
さ
ら
な
る

改
善
に
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
場
所
共
有

わたラボ！ （共愛学園前橋国際大３年）

村山真奈美さん 加藤衣遥さん

固
定
店
舗
を
持
た
な
い
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
の
出
店
情
報
を
提
供

す
る
ア
プ
リ

Ｒ
灯

Ｋ
ｉ
ｔ

ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
」
を
考
案
し
た
。
今

回

初
出
場
で
部
門
賞
に
加
え

Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
受
賞
し
た
２
人
は

た
く
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

く
れ
た
教
授
や
先
輩
に
感
謝
し

て
い
る

と
話
す

県
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
会
場

で
は
多
く
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が

並
び
、
利
用
者
、
事
業
者
と
も

に
増
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
利
用
し
よ
う

と
思
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
情
報
誌
な

ど
で
調
べ
て
も
、
出
店
情
報
を

得
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
点

に
着
目
し
、
利
用
者
が
複
数
の

メ
デ
ィ
ア
を
ま
た
が
ず
に
出
店

場
所
の
情
報
を
共
有
で
き
る
よ

う
に
し
た
。

雨
な
ど
の
天
候
不
良
で
急
に

出
店
を
中
止
す
る
場
合
は
、
通

知
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
お
気
に
入
り
に
登
録
し
た

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
近
く
に
出
店

し
て
い
る
場
合
も
通
知
が
入

り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ず
に

好
き
な
物
を
食
べ
る
こ
と
が
可

能
だ
。

移
動
式
店
舗
で
は
難
し
か
っ

た
口
コ
ミ
の
機
能
も
追
加
。
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
の
店
舗
で
提
供
さ

れ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
、
書
き
込
み
す
る
仕
組
み
を

構
築
す
る
こ
と
で
、
信
頼
性
の

高
い
口
コ
ミ
に
し
た
。

２
人
は
「
こ
の
経
験
を
生
か

し
、
将
来
は
Ｉ
Ｔ
系
の
仕
事
に

就
き
た
い
」
と
笑
顔
で
語
る
。

高
チ
ャ
リ
位
置
や
動
き
把
握

ＳＳＨ竹内基礎
竹内桜介さん 久保晃市さん

山本佑斗さん（高崎高２年

高
崎
市
が
運
営
す
る
登
録
不

要
、
無
料
の
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル

「
高
チ
ャ
リ
」
の
不
正
利
用
を

防
ぎ
、
管
理
を
効
率
化
す
る
Ｉ

ｏ
Ｔ
機
器
「
Ｔ
ａ
ｋ
ａ
ｃ
ｈ
ａ

ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
」
を
開
発
し
た
。
決

め
ら
れ
た
利
用
エ
リ
ア
や
時
間

が
守
ら
れ
ず
、
放
置
さ
れ
る
と

い
っ
た
課
題
の
解
決
を
目
指
し

た
。
「
受
賞
は
一
つ
の
目
標
だ

っ
た
。
い
ろ
ん
な
人
の
協
力
に

感
謝
し
た
い
」
と
喜
ん
だ
。

衛
星
利
用
測
位
シ
ス
テ
ム

Ｇ
Ｐ
Ｓ

を
活
用

自
転
車
が

エ
リ
ア
外
に
出
る
と
利
用
者
に

音
声
で
知
ら
せ
る
ほ
か

管
理

者
に
情
報
を
送
る
機
能
を
持
た

せ
た

利
用
者
の
位
置
や
動
き

が
分
か
る
管
理
ア
プ
リ
と
連
動

さ
せ

デ
ー
タ
を
集
計
し
目
撃

情
報
の
み
に
頼
っ
て
い
た
放
置

自
転
車
の
回
収
に
役
立
て
る

走
る
場
所
に
よ
っ
て
指
定
し
た

音
声
を
流
す
機
能
も
あ
り

広

告
な
ど
に
も
活
用
で
き
る

長
距
離
で
も
対
応
で
き
る
無

線
通
信
技
術
を
採
用
す
る
こ
と

で
、
高
チ
ャ
リ
の
利
用
エ
リ
ア

だ
け
で
な
く
、
市
全
域
の
管
理

へ
の
活
用
を
見
据
え
る
。
今
後

は
子
ど
も
や
高
齢
者
の
見
守

り
、
防
災
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
の
応
用
も
考
え
て
い
る
。

物
理
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場

す
る
た
め
、
や
む
な
く
欠
場
し

た
久
保
さ
ん
の
分
ま
で
頑
張

り
、２
人
で
栄
光
を
つ
か
ん
だ
。

「
今
後
は
市
に
働
き
か
け
る
な

ど
実
現
に
向
け
て
動
き
た
い
」

と
力
を
込
め
た
。

ぐんまプログラミングアワード（ＧＰＡ）2025は、

４部門 組が最終審査に臨んだ。わくわくするような

アイデアや身近な困り事の解決につながる作品が発表

され、成績上位者に部門賞や企業賞が贈られた。

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

コ
シ
ダ
カ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
賞

¬¬¬¬¬∨
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔∃ ¬¬¬¬¬ ∀

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

⇒

シ

ス

テ

ム

ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
賞

¬¬¬¬¬∨
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔∃ ¬¬¬¬¬ ∀

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

⇒

上
毛
新
聞
社
賞

¬¬¬¬¬∨
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔∃ ¬¬¬¬¬ ∀

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

⇒

日
本
生
命
賞

¬¬¬¬¬∨
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔∃ ¬¬¬¬¬ ∀

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

⇒

群
電
賞

¬¬¬¬¬∨
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔∃ ¬¬¬¬¬ ∀

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

⇒

ジ
ン
ズ
賞

¬¬¬¬¬∨
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔∃ ¬¬¬¬¬ ∀

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

⇒

高
崎
商
科
大
学
・

同
短
期
大
学
部
賞
Ｔ
Ｕ
Ｃ
賞

¬¬¬¬¬∨
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔∃ ¬¬¬¬¬ ∀

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

⇒

８種のゲーム・アプリ集を作った。おみくじや計

算ゲーム、自身が得意なタイピング、絵が描けるア

プリなど内容も多彩だ。コーヒー好きの父には温度

と時間でコーヒーの味わいの変化を示すアプリを、

日々料理を作ってくれる母には材料を入力すると献

立を提案するアプリを制作した。

「みんなが短時間で楽しめるアプリを作りたい」

と長いコード作成にも挑戦した。「将来はプログラ

マーになり、世界の人の役に立ちたい」と話す。

新井 結大さん
（前橋桂萱東小６年）
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梅沢 陽一さん
（前橋笂井小２年）

沼木 碧泉さん
（茗溪学園高３年）

渡辺志音さん（前橋高２年）

塚原壮平さん（同１年）

岩村亮汰さん（太田旭小４年）

岩村幸音さん（同１年）

大好きなクレーンゲームを家でも遊べるようにプ

ログラミングで制作した。クレーンと景品が接触し

たかを判断する「当たり判定」の範囲を狭めて、獲

得の難易度を上げるなど工夫が光る。景品の絵は手

描きし、自ら吹き込んだ歌を効果音として使った。

プログラミングの面白さは「ゲームをたくさん作

れるところ」。３年前から始めて100以上のゲーム

を作ってきた。ゲームプログラマーになる夢に向け

て進んでいく。

「食べ方を注意されるが、習ったことがない。僕

と同じような人がいるはずだ」。そんな経験を基に

食事のマナーを楽しく学べるゲームを考案した。箸

や食器の使い方をクイズで学んだ後、写真の中の間

違いをシューティングで指摘する。

制作ソフト「 」を使い、狙いをスムーズ

に動かせるようにするなど細部にこだわった。食事

の様子を撮影し、その場でマナーを判定できるアプ

リに進化させたいと構想を膨らませる。

高松 慧さん
（ぐんま国際アカデミー初等部５年）

中学２年から今年まで５年連続で文化祭の実行委

員を務めた。毎年生じる会計ミスなどの課題を解消

しようと、準備から当日の運営、精算まで文化祭全

般をサポートする専用ツールを開発した。

６月の文化祭で実際に使うと、昨年は３万円あっ

た会計誤差が5000円に激減。注文がリアルタイムで

厨
ちゅう

房
ぼう

に伝わるシステムも好評だった。「ＩＴだか

らできることがある。多くの高校や大学の文化祭で

実現できたらうれしい」と受賞を喜んだ。

自宅で飼い始めたメダカを題材に、卵をふ化させ

るゲームを開発した。時間が経つと水中に卵やごみ

が現れ、川が汚れる前にごみを片付けて卵をふ化し

て得点を競う。おおたプログラミング学校に通う亮

汰さんが家族のアイデアを得ながら制作 メダカの

泳ぐ速さが変わるようにするなど工夫を凝らした。

妹の幸音さんはデジタルペイントで愛らしいメダ

カの絵を担当 亮汰さんは 賞が取れると思わなかっ

たのでうれしい と喜んだ

友人から相談を受けた際、本当は応援したいのに

うまく伝えられなかった経験から、誰かを応援する

アプリ「 」を開発した。

相手を応援する対話法を学ぶワークショップに参

加したが、スキル習得は簡単ではないと実感。専門

家に相談しながら対話のテクニックを数値化し、リ

アルタイムで可視化するシステムを作った。

昨年に続き２回目の挑戦。「部門賞を狙っていた

から悔しい」と思いを込めた。

森戸士雄さん 竹渕遙希さん

（高崎高２年）

自動販売機とごみ箱にセンサーを搭載した機器を

設置し、購入者のデータ収集やごみの分別に役立て

る「 」を考案した。

ごみ箱に入れると商品や分別方法を検知。収集し

た情報を自販機と連動させる仕組み。商品提案や分

別支援など利用者に合った音声コメントが流れる。

学校でごみが分別されていない現状や、ごみ箱や

自販機が人格を持ったら面白いと考えた。今後はご

み収集を通じたビッグデータの構築を目指す。

(令和７年)(１１) (令和７年) (１０)(令和７年)(１１) (令和７年) (１０)


